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令和７年度青森県県土整備部優良建設関連業務表彰式について 
（道路課長表彰） 

 
 

県土整備部では、建設技術の向上を図り、公共工事の品質確保の促進を目的に、平成２

０年度から優良工事表彰、平成２９年度からは優良建設関連業務表彰を実施しています。 
このたび、令和６年度に完了した業務のうち優れた業務について、令和７年度道路課長

表彰への選定を行いました。 
 つきましては、下記のとおり表彰式を実施しますので取材方、よろしくお願いいたしま

す。 
 
 

記 
 
 

１．日時：令和７年７月３１日（木） １３時３０分～１３時４５分 
 
２．場所：青森県庁 北棟２階 ２１６会議室 
 
３．表彰業務：（業 務 名）国道 279 号（風間浦バイパス）道路概略設計業務委託 
       （受注者名）大日本ダイヤコンサルタント株式会社 
       （受賞部門）土木関係建設コンサルタント業務部門 
 
 
 
 
 
 

報道機関用提供資料 
担 当 課 県土整備部 道路課 企画・市町村道グループ 
担 当 者 副参事（GM） 工藤 健一郎 
電話番号 直通：017−734−9649  内線：6703 
報 道 監 県土整備部理事 米田 均   



令和７年度 青森県県土整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名
受注者名
業務箇所 委託料
履行期間 成績評定点
完成年月日 推薦公所
管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員
調査員

この度は、青森県県土整備部優良建設関連業務表彰を賜り、誠にありがと
うございます。ご指導を頂きました県土整備部道路課の調査職員の皆様並び
に関係職員の皆様には心から感謝申し上げます。
「下北地域広域避難路確保対策」に係る計画の一部を構成する風間浦バイパ
スは、観光や物流など平時における利用のほか、複合災害時の広域避難路及
び代替路確保として重要な役割を担う路線です。弊社も継続的に当該路線に
関連する業務に携わっていることから、優良業務の評価を頂いたことは、こ
の上ない喜びであります。改めて御礼申し上げます。

今回の受賞を励みとしまして、さらなる技術の向上に努め、より一層地域
社会に貢献できるように精進して参ります。

代表取締役社長
原田 政彦

管理技術者
佐藤 道子

本業務は、下北郡風間浦村大字易国間〜むつ市大畑町木野部間の下北地域広域避難路の路線選定にあたり、
概略設計及び水文環境調査及び環境調査を実施したものである。

過年度検討経緯及びR3大雨被害状況を踏まえた地形・地質特性の整理を行うことで、防災面を考慮した複
数の路線選定やアクセス道路の路線検討を実施し、推奨ルートを選定した。

また、総延長約14kmとなる本バイパスを５工区に分割し、各工区の整備優先順位を検討した。
今後の事業化に向けて円滑に進められるよう調査計画が立案された。
以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術力を発揮したもの」に該当することから、青森県県土整備部

優良建設関連業務に推薦するものである。

国道279号（風間浦バイパス）道路概略設計業務委託

下北郡風間浦村大字易国間〜むつ市大畑町木野部地内

佐藤 道子

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

令和6年2月16日〜令和7年2月28日
令和7年2月28日

道路概略設計(B) N=1式、
水文環境調査 N=1式、環境調査 N=1式

33,066,000円
84点

能登谷 武範

桜庭 太郎

県土整備部 道路課

相馬 孝太郎

▲推奨ルートの選定（３案比較）

道路工事に
よる水源へ
の影響検討

環境に係る
コントロー
ル拠点把握

 
 
 

 

 

ルート案 A ルート（海側） Ｂルート（中間） Ｃルート（山側） 

延 長 
本 線   ：約 15.9km 

アクセス道路：約 4.4km 

本線構造物 

橋 梁 ：約 1.2km（19 箇所) 

トンネル：約 4.2km(4 箇所) 

本 線   ：約 15.2km 

アクセス道路：約 4.7km 

本線構造物 

橋 梁 ：約 1.7km(19 箇所) 

トンネル：約 1.2km(4 箇所) 

本 線   ：約 15.6km 

アクセス道路：約 3.9km 

本線構造物 

橋 梁 ：約 1.3km(18 箇所) 

トンネル：約 3.9km(6 箇所) 

ルート概要 ・段階整備を考慮し国道 279 号とのアクセス位置を極力近づけた案 
・過年度成果（R3）や PI プロジェクトの結果を踏まえ、本線の線形に考慮して過年

度想定ルートを一部見直した案 
・コントロールポイントを極力回避するため、山側を通過した案 

区間ごとの特徴 

〈易国間〉村民野球場（海峡の里スポーツ公園内）と易国間 

電話交換局への影響を回避。 

〈易国間〉村民野球場（海峡の里スポーツ公園内）への影響を 

回避。 

〈易国間〉海峡の里スポーツ公園の分断を回避。 

〈桑  畑〉現道からのアクセス性を考慮し海側を通過。 〈桑  畑〉設計延長を縮減するため、山側を通過。 〈桑  畑〉設計延長を縮減するため、山側を通過。 

〈焼山崎〉地質リスク箇所回避及び現道からのアクセス性確保のためトンネル構造

で海側を通過。 

〈焼山崎〉アクセス性を確保しつつ、明かり部構造とすることでトンネル延長を

縮減。 

〈焼山崎〉トンネル構造により災害リスクの高い箇所を回避。 

（現道からのアクセスは考慮しない） 

〈佐助川〉設計延長の縮減及び避難地へのアクセス性を考慮し、下北自然の家敷地

内を通過。 

〈佐助川〉前後区間の線形を考慮し、海側を通過。 〈佐助川〉下北自然の家の分断を回避。 

〈木野部〉玉垂神社への影響を回避。 

木野部 BP トンネル坑口と接続。 

〈木野部〉木野部 BP を CP として終点を設定。 〈木野部〉木野部 BP を CP として終点を設定。 

段階整備による

アクセス 

・現道２７９号に近いルートであり、段階整備が容易でアクセス性と道路線形に優

れる。 

・現道 279 号から離れているため、A ルートと比較して、アクセス性と道路線形に

劣る。 

・現道 279 号から離れているため、A ルートと比較し、アクセス性と道路線形に

劣り、焼山崎ではアクセスができない計画となっている。 

概算事業費 

（税込） 

・本線 

・アクセス道路 

554.95 億円 

91.19 億円 

・本線 

・アクセス道路 

433.63 億円※ 

235.36 億円 

・本線 

・アクセス道路 

589.13 億円 

134.43 億円 

総額 ： 646 億円 総額 ： 669 億円 総額 ： 724 億円 

評価 

以下理由により、「A ルート（海側）」を推奨案とする。 

・C ルートは、橋梁・トンネル区間が多く、現道から最も離れた位置を通過するため、経済性・アクセス性に劣る。 

・B ルートは、本線の経済性に優れるがアクセス道路の延長が長く、他案に比べて明かり部が多いことから急崖斜面対策等が必要となるため、安全性に劣る。 

・A ルートは、トンネル延長が長いが、地質リスク箇所を回避しており、現道に近い位置を通過することからアクセス道路の延長が短いため、安全性・アクセス性・アクセス道路における経済性に優れる。 

 

K5 

K10 

K11 

K13 

アクセス箇所③ 

アクセス箇所① 

B ルート 

宅地

公園等

神社・仏閣

遺跡

主要施設 国道

村道

凡 例

滑落崖

農道・林道

鉄塔・送電線

市町村境

緊急ヘリポート

指定避難場所

防災拠点

指定避難所地質CP

孤立集落

土石流危険渓流

保安林

民有林

急傾斜地崩壊危険区域

国有林

土砂災害警戒区域_土石流

土砂災害警戒区域_急傾斜地の崩壊

土砂災害警戒区域_地すべり

土砂災害特別警戒区域_急傾斜地の崩壊

雪崩危険箇所

土砂災害特別警戒区域_土石流

砂防指定地

津波浸水区域（R03）崩壊

土石流・土砂流

地質CP

〈 R3.8災害痕跡〉

温泉源泉

易国間 

桑畑 

焼山崎 

下風呂 

佐助川 

木野部 

アクセス箇所④ 

アクセス箇所⑤ 

風間浦小学校 
風間浦中学校 
風間浦保育園 

（指定避難地） 

海峡の里スポーツ公園 

旧下風呂小学校 

（指定避難地） 

桑畑温泉源泉 

桑畑浄水場 

下北自然の家 

（指定避難地） 

玉垂神社 

線形共通区間 

線形共通区間 

地質リスク箇所
（斜面崩壊） 

 

地質リスク箇所
（斜面崩壊） 

 

地質リスク箇所や R3.8 災害履歴箇所が集中し、 

前後区間含め急峻な地形が連続 

地形が急峻 

地質リスク箇所
（地すべり） 

 

・国道 279 号沿いを中心に地質リスク箇所 

や土砂災害警戒区域が広く分布 

・山側に行くほど地形が急峻になる 

易国間電話交換局 
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K4 
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K9 

K11 

アクセス箇所② 

 
 
 

 

 

ルート案 A ルート（海側） Ｂルート（中間） Ｃルート（山側） 

延 長 
本 線   ：約 15.9km 

アクセス道路：約 4.4km 

本線構造物 

橋 梁 ：約 1.2km（19 箇所) 

トンネル：約 4.2km(4 箇所) 

本 線   ：約 15.2km 

アクセス道路：約 4.7km 

本線構造物 

橋 梁 ：約 1.7km(19 箇所) 

トンネル：約 1.2km(4 箇所) 

本 線   ：約 15.6km 

アクセス道路：約 3.9km 

本線構造物 

橋 梁 ：約 1.3km(18 箇所) 

トンネル：約 3.9km(6 箇所) 

ルート概要 ・段階整備を考慮し国道 279 号とのアクセス位置を極力近づけた案 
・過年度成果（R3）や PI プロジェクトの結果を踏まえ、本線の線形に考慮して過年

度想定ルートを一部見直した案 
・コントロールポイントを極力回避するため、山側を通過した案 

区間ごとの特徴 

〈易国間〉村民野球場（海峡の里スポーツ公園内）と易国間 

電話交換局への影響を回避。 

〈易国間〉村民野球場（海峡の里スポーツ公園内）への影響を 

回避。 

〈易国間〉海峡の里スポーツ公園の分断を回避。 

〈桑  畑〉現道からのアクセス性を考慮し海側を通過。 〈桑  畑〉設計延長を縮減するため、山側を通過。 〈桑  畑〉設計延長を縮減するため、山側を通過。 

〈焼山崎〉地質リスク箇所回避及び現道からのアクセス性確保のためトンネル構造

で海側を通過。 

〈焼山崎〉アクセス性を確保しつつ、明かり部構造とすることでトンネル延長を

縮減。 

〈焼山崎〉トンネル構造により災害リスクの高い箇所を回避。 

（現道からのアクセスは考慮しない） 

〈佐助川〉設計延長の縮減及び避難地へのアクセス性を考慮し、下北自然の家敷地

内を通過。 

〈佐助川〉前後区間の線形を考慮し、海側を通過。 〈佐助川〉下北自然の家の分断を回避。 

〈木野部〉玉垂神社への影響を回避。 

木野部 BP トンネル坑口と接続。 

〈木野部〉木野部 BP を CP として終点を設定。 〈木野部〉木野部 BP を CP として終点を設定。 

段階整備による

アクセス 

・現道２７９号に近いルートであり、段階整備が容易でアクセス性と道路線形に優

れる。 

・現道 279 号から離れているため、A ルートと比較して、アクセス性と道路線形に

劣る。 

・現道 279 号から離れているため、A ルートと比較し、アクセス性と道路線形に

劣り、焼山崎ではアクセスができない計画となっている。 

概算事業費 

（税込） 

・本線 

・アクセス道路 

554.95 億円 

91.19 億円 

・本線 

・アクセス道路 

433.63 億円※ 

235.36 億円 

・本線 

・アクセス道路 

589.13 億円 

134.43 億円 

総額 ： 646 億円 総額 ： 669 億円 総額 ： 724 億円 

評価 

以下理由により、「A ルート（海側）」を推奨案とする。 

・C ルートは、橋梁・トンネル区間が多く、現道から最も離れた位置を通過するため、経済性・アクセス性に劣る。 

・B ルートは、本線の経済性に優れるがアクセス道路の延長が長く、他案に比べて明かり部が多いことから急崖斜面対策等が必要となるため、安全性に劣る。 

・A ルートは、トンネル延長が長いが、地質リスク箇所を回避しており、現道に近い位置を通過することからアクセス道路の延長が短いため、安全性・アクセス性・アクセス道路における経済性に優れる。 
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道路課長表彰



1

県土整備部 優良建設関連業務表彰制度の概要
• 建設技術の向上と公共工事の品質確保の促進を目的にH29から実施。

• 審査会において、推薦のあった建設関連業務のうち、特に優秀な業務を県土整備部長表彰に決定。

優良建設関連業務の概要

推薦要件

委託料300万円以上、成績評定80点以上（建築は78点以上）で、

前年度表彰日から今年度表彰日前日まで指名停止等がなく、

以下のいずれかに該当する建設関連業務

• 成績評定が特に優れている

• 特筆すべき技術提案があった

• 難易度が高い業務において優れた技術力を発揮

• その他模範となると認められるもの

推薦部門

①測量業務部門

②建築関係建設コンサルタント業務部門

③土木関係建設コンサルタント業務部門（県内・県外）

④地質調査業務部門

⑤補償関係建設コンサルタント業務部門

受賞区分
特に優秀：県土整備部長表彰（上限：各部門1件）

それ以外：推薦した公所の長による表彰

優遇措置
総合評価における業者・技術者への加点あり。

（表彰式の翌日から3年間有効）

県土整備部長表彰実績

H29 13件中5件

H30 13件中6件

R01 11件中4件

R02 12件中4件

R03 8件中3件

R04 21件中6件

R05 30件中5件

R06 31件中5件

R07 33件中7件

【参考】
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